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私は「ものづくり」と「化学」が好きで、化学を応用して新しい材料を生み出すことに魅力を感じ、応用化学科への進学を
決めました。応用化学科では、授業や卒業研究を通して化学の幅広い知識と実際の課題へのアプローチ方法を身につけ
ることができました。現在、私はスウェーデンの大学で電池材料の研究をしていますが、学部や大学院での経験がその礎
となっています。化学に限らず、学問や研究は、興味をもった事柄を「調査し」、「考察し」、「実践する」ことの繰り返しです。
答えがすぐに出ないことも多々ありますが、その繰り返しの中で確実に目標に近づいています。その過程を楽しみつつ、
幅広い興味を持って挑戦し続けてください。

私は化学に興味があり、大学で学んだ知識を将来社会で活かしたいと
考え応用化学科を選びました。入学後は、様々な分野の化学の専門知
識を学ぶことができるだけでなく、それらがどのように社会で応用さ
れているかも学ぶことができます。また、幅広い化学分野を学ぶうち
に、自分に合った分野を見つけることができます。私は現在、気体の貯
蔵や分離、触媒などへの応用が期待できる多孔性固体の研究を行っ
ています。大学では、様々なことにチャレンジする過程で色々な人との
出会いがあり、充実した生活を送ることができると思います。
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様々な分野で活躍する卒業生

卒業・修了後の進路

学部

先輩が語る
応用化学科の
魅力

保坂 知宙さん　大学院博士課程修了　チャルマース工科大学勤務

「将来の夢は研究者」だった私は、幅の広い化学の領域の中から、自分で選択して学ぶことができる応用化学科への進学
を決めました。様々な授業を通して、改めて化学を学ぶことの楽しさ・面白さを実感し、その中からコロイド・医用高分子
についてより学びたいと思い、修士課程では物理化学分野を選択しました。実際に自分で進める研究は、とても面白い一
方で、自分の考えた通りにいかないことも多くありましたが、その中で培った研究への取り組み方や知識は、現在の業務
においてとても大切なことだと実感しています。当時は毎日必死でしたが、好きな研究を先生や仲間に支えられて思う
存分に出来た研究室生活は、とても有意義な時間だったと思います。長いようであっという間の学生生活をめいっぱい
堪能してください。

藤井 香織さん　大学院修士課程修了　サカタインクス株式会社勤務

（株）ＮＴＴデータ・（株）ツムラ・（株）バンダイ・（株）みずほフィナンシャルグルー
プ・（株）日立製作所・（株）野村総合研究所・アイカ工業（株）・エーザイ（株）・オリ
ンパス（株）・カルビー（株）・キヤノンＩＴソリューションズ（株）・旭化成アミダス
（株）・伊藤忠テクノソリューションズ（株）・富士通（株）・中外製薬（株）・双日
（株）・協和キリン（株）・東京海上日動システムズ（株）・経済産業省・大学院進学

大学院
三菱ケミカル（株）・住友化学（株）・旭化成（株）・信越化学工業（株）・味の素
（株）・富士フイルム（株）・東京エレクトロン（株）・東レ（株）・ＡＧＣ（株）・ＤＩＣ
（株）・ＪＳＲ（株）・オルガノ（株）・（株）クラレ・花王（株）・中外製薬（株）・帝人（株）・
東ソー（株）・（株）日立製作所・日産化学（株）・日東電工（株）・三井化学（株）・大
陽日酸（株）・太陽ホールディングス（株）・大正製薬（株）・凸版印刷（株）・（株）ＡＤ
ＥＫＡ・（株）ＤＮＰファインケミカル・（株）ＧＳユアサ・（株）ＩＮＰＥＸ・（株）ＪＥＲＡ・（株）
キーエンス・本田技研工業（株）・日本曹達（株）・日本製鉄（株）・（株）コーセー・
（株）ブリヂストン・（株）レゾナック・（株）リコー・（株）野村総合研究所・ＤＯＷＡ
ホールディングス（株）・ＪＦＥスチール（株）・キオクシア（株）・キヤノン（株）・ソ
ニー（株）・トヨタ自動車（株）・パナソニック（株）・京セラ（株）・三菱マテリアル
（株）・出光興産（株）・森永乳業（株）・大日本印刷（株）・（株）Ｊ－オイルミルズ・日
本アイ・ビー・エム（株）・国土交通省・財務省・教育研究機関等

毎年、学部卒業生に占める大学院進学者の割合は6割を超えています。多くの学部卒業生が引き続き大学院に進学しています。
また、就職を希望する学生に対しては､実質的にほぼ100％の就職率を達成しています。
＜以下はここ3年間の卒業生・修了生の主な進路の抜粋です。＞
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私たちにとって身近なものが全て化学で成り立っていることに興味を
持ち、ミクロな視点からマクロな世界への応用まで、幅広く化学を学
べる応用化学科を選択しました。入学後は、半導体から食品、製薬、合
成樹脂に至るまで、様々な化学の専門分野を学ぶ環境が整っているの
で、自身が興味のある内容を深く追求することができます。私は高分
子化学を応用した食品関連の仕事に就き、社会に貢献したいと考えて
います。大学では、自ら進んで多くのことを学び、それらを研究や日々
の生活に活かすことで、将来への第一歩として欲しいです。
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基礎化学科目の重視と多彩な選択科目の
開講。1
ニーズに応える物質をつくり出すための
最先端の研究。2
応用力の土台となる基礎化学を深く習得
した研究者・技術者の育成。3
化学および製薬界など幅広い分野で活躍
する人材の育成。4

私たちの生活を豊かにする、さまざまな化学物
質。新たな物質を開発したり、その化学的現象を
解明したり、また一方で自然環境を守るためにも、
化学者の活躍の場はますます広がります。しっかり
とした化学の基礎能力と社会的応用への広い視
野を持った研究者・技術者・教育者の育成を目指
します。

応用化学科

学科理念

理学部
第一部

糖尿病患者は傷を受けると、普通のヒトと比べて傷が
治りにくいことが知られています。鳥越研究室では、糖
尿病患者の治りにくい傷を早く治す薬を開発しました。
糖尿病発症のモデルとなるマウスの傷口にこの薬を塗
布すると、傷口が早く治るようになり(左図)、ヒトへの投
与を目指しています。

鳥越研究室

Faculty of Science Division I
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糖尿病患者の治りにくい傷を早く治す薬
研究室で独自に開発した二重壁構造性ナノチューブ結晶に電子
供与性分子（D）を閉じ込め、固体状態で酸化することで固体電子
移動の過程をX線結晶構造解析で直接観測することに成功しまし
た。この動的X線結晶構造解析の手法は固体中で電子移動を伴う
様々な電子材料の開発に貢献することが期待されます。これらの
成果は、Nature Communicationsに掲載されています。

湯浅研究室
固体電子移動の直接観測に成功！

従来の二次電池にはレアメタルであるLiやCo、毒性の
あるPbやCdが必要でした。Liと同族元素であるNaとK
に着目し、レアメタルと毒性元素を必要としない次世代
二次電池の実証に成功しています。その成果で、日本学
術振興会賞や文部科学大臣表彰を受賞し、企業との共
同研究も推進しています。

駒場研究室
希少金属・毒性元素を使わない次世代二次電池

健康な人でも毎日数千個のがん細胞が体内で発生して
います。免疫系によるがん細胞の増殖抑制が機能しない
と、運悪くがん化に至ることもあります。椎名研究室では
がん細胞のゴルジ体構造を変化させる物質を人工的に
合成する方法を確立しました。この技術を応用し、産学連
携による制がん剤の開発が進んでいます。

椎名研究室
がん細胞のゴルジ体の機能を制御する物質を発見・合成
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応用化学科
TOPICS

2022‒2024年度進路（学部）

2022‒2024年度進路（大学院）

大学院進学
75.4％

サービス 3.9%

化学工業•製造業
2.6%

情報・通信 6.5%

その他（公務員・教育・金融など） 9.4%

機械•機器 16.4%

情報•通信•輸送
11.4%

素材・エネルギー
6.6%

サービス 5.6%
食品 3.3％

商業 3.3%

公務員 2.0%
教育・研究など 1.3%

その他 7.8%

化学工業·製造業
42.3%

機械•機器 2.3%

応用化学科

活
か
す
た
め
の
化
学
。理学部第一部

応用化学科

受傷２週間後の傷口
薬塗布

－ ＋
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有機、無機化合物の発光現象に着目した、新規発光性機
能材料の開発に取り組んでいます。偏光性などの特殊
な性質を持った光は一部の3Dディスプレイに利用され
ている他、次世代の光情報技術の基盤となることが期
待されています。様々な有機、無機化合物を分子レベル
でデザインすることで、このような特殊な性質を持った
光を自発的に放つ発光材料の創成に取り組んでいま
す。さらに、これらの発光材料の偏光性を利用したセン
サやセキュリティーについても研究を展開しています。

湯浅 順平 教授

湯浅研究室
次世代の光情報技術の基盤となる
有機、無機化合物をデザインする

光の世紀といわれる今世紀、光技術は目覚ましい発展
を遂げ、発光ダイオード（LED）に代表されるように、光
を発する、すなわち発光する材料やデバイスは、私たち
の日常生活に溢れています。私たちの研究室では、光と
物質の相互作用を考究して、液晶やゲルといったソフト
な有機材料を用いた新しいフォトニックデバイスを創り
出す研究に取り組んでいます。これに加えて、新たに、原
子スケールの大きさを持った半導体などの無機ナノ材
料を精密に合成して、機能性有機材料と高度にハイブ
リット化することで、高効率な太陽電池や高輝度なディ
スプレイなど次世代オプトエレクトロニクスのイノベー
ションに貢献できる新しい研究領域の開拓を目指して
います。

当研究室では合成材料と生体物質の界面におけるコロ
イド･界面化学的基礎物性の解明を基礎とし、化粧品、
食品、医薬品などの分野で有効な技術を創出し、医療・
環境応用に広く貢献することを目的としています。具体
的には、生体物質からの多様な信号を的確に検知し、か
つ増幅することの出来る「分子インターフェイス」機能
を有する材料界面を創出することによって、環境浄化や
病気の診断、失われた組織の再建を目指しています。さ
らに、大きさや形状の制御されたナノスケールの微粒
子・分子コロイドを合成し、それらの生体認識機構を調
べることによってガンをはじめとする難病の検出・イ
メージング、治療を目指しています。

大塚 英典 教授

大塚研究室
界面科学を生かした
バイオ操作技術を目指して

生命の設計図は染色体上の遺伝子に書き込まれ、遺伝
子から作られる蛋白質が生命現象で重要な役割を演じ
ています。当研究室では、遺伝子の実体であるDNAや
遺伝子から作られる蛋白質の立体構造や、DNAや蛋白
質同士が結合する仕組みを解明しています。これを通じ
て、精緻に構築された生命現象の分子機構を解明する
と共に、生命現象を必要に応じて人工的に制御する方法
を創製し、創薬などに役立てることを目指しています。具
体的には、1）癌化した遺伝子など働いてほしくない遺伝
子の人工的制御、2）体質を左右する遺伝子の微細な構
造の検出、3）テロメア結合蛋白質やテロメラーゼによる
細胞の癌化老化機構の解明、を主に検討しています。

鳥越 秀峰 教授

鳥越研究室
生命現象の分子機構を解明し、
創薬に役立てる

古海 誓一 教授

古海研究室
プラスチックやナノ材料を駆使して、
光を自在に操る

電気を流す/流さない、磁石になる/ならないといった材
料の性質（物性）は、固体の中にたくさん（～1023個）あ
る電子の状態によって決まります。新しい電子の状態を
示す物質が見つかれば、生活を豊かにする新材料の開
発につながります。私たちは、伝統的なセラミックスから
発展の著しい金属有機構造体までを対象に、周期表に
出てくる様々な元素や分子の面白い並び方やイオンの
変わった価電子状態を組み合わせ、磁性材料、超伝導材
料、量子材料となる新しい物質を見つけることを目指し
て固体化学の研究に取り組んでいます。

石川 孟 講師

石川研究室
元素・分子の面白い配列が生む
固体物性の探求

21世紀の環境・エネルギー問題の解決に貢献できる、
新物質の創製に取り組んでいます。90年代に実用化さ
れた高性能リチウムイオン蓄電池、将来型電池としてナ
トリウムイオン蓄電池、カリウムイオン蓄電池に注目し、
それらの電極物質の合成法と充放電（酸化還元）反応に
関する基礎研究を行っています。次世代自動車や電力
貯蔵技術に応用できるバッテリーを念頭に、高エネル
ギー・高出力・長寿命特性を示す新しい二次電池および
電気化学キャパシタ用材料の応用研究に取り組んでい
ます。さらに、電気シグナルから物質を選択的に検出す
る電気化学センサ、酵素反応を発電に利用するバイオ
燃料電池などの研究も展開しています。

駒場 慎一 教授

駒場研究室
次世代エネルギー変換を
目指して！

有機合成化学は、入手容易な小分子から様々な機能・物
性を持つ高付加価値分子を作り出す手法を開発する研
究分野です。私たちの暮らしを豊かにしてくれる物質の
多くは、有機合成化学の進歩によってもたらされていま
す。また、現代社会において見過ごすことのできない環
境・資源・エネルギー問題の解決にも、有機合成化学の
果たすべき役割はますます増大すると考えられます。当
研究室では、ライフサイエンスからマテリアルサイエン
スまで幅広い分野を対象として、有機合成化学に関する
様々な課題に取り組んでいます。特に、有機金属化学の
立場から新反応の開発、有用物質の創製を目指して研
究を展開しています。

松田 学則 教授

松田研究室
炭素̶金属結合を活かす化学で
ユニークな物質合成

地球規模での資源・エネルギー・環境問題を根本的に解
決する化学反応として、光触媒と太陽光を使った水分解
によるソーラー水素製造が注目されています。この水の
光分解反応では光エネルギーが化学エネルギーに変換
されることから、人工光合成と呼ぶことができます。ここ
で得られたソーラー水素と炭素源として二酸化炭素を用
いることによりさまざまな有用な有機物を合成すること
ができます。さらに、二酸化炭素を直接資源化する光触
媒反応の研究も行っています。本研究室では、この人工
光合成の実現に向けて、水の光分解や二酸化炭素の還
元反応に高活性を示す粉末系半導体光触媒材料や光電
極の開発を行っています。人工光合成の確立は化学者
の大きな夢の一つであるとともに、社会的にも重要な
テーマであります。

工藤 昭彦 教授

工藤研究室
水と太陽光からクリーンな水素を作る
光触媒

我々の研究室では、ストレッカーアミノ酸合成キラル中
間体（アミノニトリル）のわずかなL型とD型のアンバラ
ンスが増大して、最終的には一方のアミノ酸のみが得ら
れる現象を発見し、L型およびD型アミノ酸が自己複製・
自己増殖する反応を初めて明らかにしました。ストレッ
カー反応は、前生物的アミノ酸生成機構と考えられてい
ます（ユーリ・ミラーの実験）。有機合成化学を基盤とし
て、ストレッカー反応に取り組み、エナンチオトピック面
や同位体不斉など種々のキラル要因（不斉の起源）とア
ミノ酸ホモキラリティーとの関連を解明していきます。
有機合成化学の手法を基にしてキラル分子を取り扱う
キラル化学研究を展開します。

川﨑 常臣 教授

川﨑研究室
アミノ酸ホモキラリティーに迫る
キラル化学を開拓

有機合成によりケミカルツールを創製し、生体分子の機
能を制御することをテーマに研究しています。生物を構
成する分子の多くはタンパク質などの有機化合物であ
り、生物は自身の体を制御するために様々な化合物を
作り出し、利用しています。ケミカルツールによりこれら
の生体分子を制御することで、生命現象の仕組みを理
解することや、生体の制御に役立てます。現在は植物を
対象に、発芽を自在に制御するシステムの構築や、不利
な環境下でも成長を促進するようなケミカルツールの
創製に取り組んでいます。作物だけでなく、建材やエネ
ルギーにもなる植物を研究することで、持続可能な社会
の発展に貢献したいと考えています。

福井 康祐 准教授

福井研究室
生物を制御する
有機分子の創製

当研究室では天然に存在する薬効成分の人工合成を行
います。特に、これまで構築困難とされてきた化合物や、
抗菌活性あるいは抗腫瘍活性などの生物活性を有する
薬剤の立体選択的な合成研究を行います。一方で、有機
分子を自在に作り出すためには効率的な物質変換技術
の開発も必要不可欠です。当研究室では、天然分子の
人工合成を効率的に達成するための手段として、新しい
合成反応（および反応剤）の開発も併せて試みます。

（１）不斉合成技術を用いる天然有機化合物の合成
（２）不斉合成技術を用いる抗菌剤、抗がん剤の合成
（３）三成分連結法を用いる難治性疾患治療薬の合成

椎名 勇 教授

椎名研究室
天然有機化合物の
不斉全合成

ナノスケールの小さな細孔（空間）を有する多孔性固体
を用いて、次世代のエネルギー・物質循環型社会に資す
る新たな機能性材料の開発に取り組んでいます。ナノ
空間を有する多孔性固体は、様々な物質の分離・貯蔵・
反応など、化学分野において重要な役割を担う材料で
す。当研究室では、固体中のナノ空間をデザインし、物
質・イオン・電子の動きを自在に制御する技術を開発す
ることにより、新しい機能性材料の開拓を行っていま
す。具体的には、燃料電池・二次電池材料への応用を指
向した新規な超イオン伝導体の開発や、電気エネル
ギーを用いて選択的に目的の化合物を生み出す電解合
成触媒に関する研究を展開しています。

貞清 正彰 准教授

貞清研究室
ナノ空間を利用して新たな機能性材料を
創出する

有機化学
応用有機化学1：有機合成化学
応用有機化学2：反応有機化学
応用有機化学3：有機立体化学
応用有機化学4：有機工業化学

生化学1・2・3

無機化学
応用無機化学1：無機固体化学
応用無機化学2：反応無機化学
応用無機化学3：固体物性化学
応用無機化学4：無機材料化学
材料化学1・2　電気化学
地球環境化学 結晶学

私たち人間の体も含め、生体はす
べて有機分子により構成されて
います。有機化学の分野では、さ
まざまな物質が研究の対象として
取り上げられ、その成果をもとに
機能性分子や新薬の開発、微量
物質の検出や生活習慣病の診断
などが行われています。

物理化学
高分子化学　応用高分子化学

コロイド化学
応用コロイド化学

電気化学　反応速度論
光化学

物理化学はあらゆる化学現象とそれに関連した多く
の現象に理論的な基礎を与えます。これらの現象を
原子構造と化学結合や分子構造などの物質の微視
的な構造ならびに物質の巨視的な性質である熱力
学や状態論から理解します。

周期表のすべての元素を対象と
し、単体及び無機化合物の合
成、構造、物性、反応などを研究
する学問です。本学科では、材料
化学、錯体化学、電気化学、触媒
化学などの境界、応用分野も含
んでいます。

応用化学科では、原子や分子レベルでさまざまな現象を理解することから始まり、人間
の生活を豊かにする機能性材料や医薬品等の物質の開発、自然環境を守るための化学
を学び探求しています。化学の基礎科目に加えて、多彩な選択科目が準備されており、
幅広い領域の化学を勉強できるチャンスがあります。また、卒業研究では、研究にアク
ティブな教員といっしょに、世界最先端の高度な研究を行うことができます。これらの講
義や研究活動を通して、しっかりとした化学の基礎知識と理学的考え方・センスを身に
つけることができます。さらに、それを応用展開できる能力を習得することができます。
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生命の設計図：染色体




